
















ょう｡理解 といってもいろいろな段階があり､単一の ｢理解 ｣はない
















SantaBa,rbara Delft Bell Tokyo
hostcomputer VAXll/780+AP/120B tーp-1000I V九x-ll/750 PC-286
speed 25Mft/sec米 1.5Mft/see 25Mft/se~C 1.8Mft′sec
乱数 Tausworthe Tausworthe Extended Tausworthe













243の所が極大点となっていたが､それは誤 りである事を指摘 した く8)｡彼らは､原因
は乱数発生アルゴリズムであろうと推測 している｡
② 2次元正方格子上でX方向にn体相互作用のある系 :
H- ~ (君,)[KIS- Sx･y･l+KnSx.ySx･1･y･･･Sx･n･y]
で､n-3､4の場合を調べた (9)｡その結果､n-3では､4StatePottsと同じユ
ニバーサ リテ ィ､r1-4では､ 1次転移であった｡
③ 2次元正方格子で､crossingbondのある系 く10)｡
⑧ 周期の長い (29686-1の )Tausworth法類似の乱数発生法について く1日｡
ベル :計算は､1014ftの規模である｡このマシーンでなされた±Jイジンタスピン
グラス (12,13)について-ほここで紹介するには及ばないであろう｡
















ようにする事を目指 している｡このタイプを汎用型 と呼ぼ う｡今後､両方のタイプの
物がバランス良く開発 される必要がある｡
高速型は､扱 う問題をしぼ り構成をその目的に最適化 した ものである｡このため ､










究室では､スーパーコンピュータクラスの技術 を導入す る事は難 しいが､汎用の集積
回路を使 うだけでもかな りの ものが作れるのである｡
専用棟はイジングモデルに対 しては､極めて効果的な研究方法である｡しか し､イ
ジングモデル以外の系にで も有効である場合があるであろ う｡専用計算横による研究
はまだ始 まったばか りである｡
文献
(1)Pearson,Richardson&Toussaint,I.Conp.Phys.51(1983)241.
(2)toogla.nd,Spaa,SelmanaCompagner,J.Comp.Phys.51(1983)250.
(3)Corldon&Ogielski,Rev.S°i.lnstrutn.56(1985)1691.
(4)Taiji,lto&Suzuki,submitted.
(5)Pearson,Univ.CaliforniaNSF-1TP-83-62.
(6)Barber,Pearson,Toussaint&Richa.rdson,Phys.Rev.B32(1985)1720
(7)Pearson,Richardson&Toussaint,Phys.Rev.B31(1985)4472
(8)tloogland,Compagner&Blote,Physica132A(1985)593
(9)Blote,Compagner,Cornelissen,Hoogland,MaHezie&VanderZa,nde,Physica
141A(1986)395
(10)Blote,Compagner良tloogland,Physica141A(1987)375
(ll)Compagner&Hoogland,J.Comp.Phys.71(1987)391
(12)Ogielski&MorgerlStern,Phys.Rev.Le℃t.54(1985)928
(13)Ogielski,Phys.Rev.B32(1985)7385
(14)lto,Taiji&SuZuki,J.Phys,Soc.Jpn.56(1987)4218
(15)tlilhorst,Bakker,Bruim,Compagner&tloogland,∫.Staも.Phys.34(1984)
98
〕 ? ?
(16)Herrmann,Physica140^ (1986)421
(17)Beetem,Denneau&Weingarten,∫.Stat.Phys.43(1986)1171
-426-
